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近
年
、
湖
東
三
山
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
―
チ
ェ
ン
ジ

の
利
用
や
国
道
３
０
７
号
線
の
車

両
利
用
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

時
と
し
て
渋
滞
が
見
受
け
ら
れ
る

状
況
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
３
年
前
、
湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
口
の
信
号

か
ら
国
道
３
０
７
号
線
～
国
道
８

号
線
に
通
ず
る
基
幹
道
路
の
西
１

㎞
ま
で
新
し
く
道
路
設
置
の
申
請

を
実
施
し
た
。
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

宇
曽
川
ダ
ム
湖
周
遊
道
路

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
方
々
が
写
真
を
撮
り
に
来
た

り
、
歩
き
に
来
た
り
と
各
地
か
ら

来
ら
れ
る
が
、
ダ
ム
湖
の
北
側
は

落
石
が
あ
る
な
ど
で
通
行
禁
止
と

な
っ
て
お
り
、
魅
力
が
半
減
し
て

い
る
。

　
こ
の
状
況
は
概
ね
５
年
ぐ
ら
い

町
長
は
２
期
目
の
選
挙
の

な
か
で
、
自
然
環
境
を
生

か
し
過
疎
化
が
進
む
町
東
部
の
活

性
化
を
打
ち
出
し
た
が
、
具
体
的

な
答
弁
も
な
く
今
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
再
三
尋
ね
て
い
る

が
、
手
法
な
ど
に
関
わ
る
点
に
つ

い
て
は
述
べ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
肝
心
な
項
目
や
施
策
に

つ
い
て
は
話
さ
れ
て
い
な
い
。
再

度
尋
ね
る
。

　

通
行
止
め
期
間
が
長
期
に
及
ん

で
い
る
た
め
、
湖
東
土
木
事
務
所

へ
早
期
の
斜
面
の
調
査
や
防
護

柵
、
落
石
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
を

要
望
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
を
管

理
す
る
上
で
特
段
の
支
障
が
な
い

限
り
対
応
は
考
え
て
い
な
い
と
回

答
が
あ
っ
た
。

　

町
で
も
道
路
開
放
に
向
け
検
討

し
た
が
、
概
算
費
用
で
数
千
万
円

要
す
る
こ
と
か
ら
発
注
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　

町
が
行
う
道
路
の
整
備
は
、
優

先
順
位
を
決
め
、
改
良
や
修
繕
に

　

町
道
の
新
規
、
拡
幅
に
係
る
整

備
計
画
は
、
継
続
す
る
路
線
の
進

捗
、
緊
急
性
、
交
通
量
の
増
加
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
整
備
す

る
地
域
に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
、

ま
た
予
算
が
膨
大
に
な
ら
な
い
こ

と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
優
先
順
位

を
設
け
、
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　

本
路
線
の
将
来
構
想
と
し
て
国

　

先
の
６
月
議
会
で
町
東
部
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
民
間
投
資
の

誘
引
ま
た
民
間
等
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
本
町
に

と
っ
て
最
も
有
効
な
手
法
を
見
出

し
て
い
き
た
い
と
答
弁
し
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
目
に
み
え
る
動
き
は

な
い
。
引
き
続
き
様
々
な
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
活
性
化
方
策

を
模
索
す
る
。

（
町
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
町
長
）

問

問

問

答

答

答

湖
東
三
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
出
口
の
信
号
か
ら

国
道
３
０
７
号
線
～
国
道

８
号
線
の
基
幹
道
路
を
西

へ
１
㎞
下
が
っ
た
地
点
へ

の
新
設
道
路
設
置
の
計
画

の
進
捗

町
長
２
期
目
の
選
挙
公
約

の
、自
然
環
境
を
生
か
し
、

過
疎
化
が
進
む
町
東
部
の

活
性
化
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
答
弁
が
聞
こ
え
な
い

宇
曽
川
ダ
ム
湖
の

周
遊
道
路
の
通
行
規
制

町長選挙公約における町東部
地域への取り組みは

すべての事業を建設・下水道課で
進められないのか

QQ

現在、目に見える動きは無い。積極的な
働きかけを

各事業の情報共有により、地元や町に有効な
方策で進める

AA

過疎化が進む町東部地域

外川　善正外川　善正 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

自然に囲まれた宇曽川ダム湖

川原地先の普通河川

公
共
事
業
の
着
手
、

取
り
組
み
方
法
、
考
え
方

持
続
可
能
な
農
村
集
落

農
村
集
落
に
支
援
を
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自
治
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等

で
各
集
落
か
ら
出
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
要
望
事
項
の
あ
る
河
川
、

道
路
の
整
備
は
、
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
協
議
さ
れ
集
落
に
回
答
し

て
い
る
の
か
。

建
設
・
下
水
道
課
の
所
管

事
業
で
な
く
て
も
、
例
え

ば
、
過
去
に
農
林
振
興
課
の
所
管

事
業
で
普
通
河
川
改
修
を
実
施
し

た
。
す
べ
て
の
事
業
を
建
設
・
下

水
道
課
で
進
め
ら
れ
な
い
の
か
。

今
年
度
は
猛
暑
の
年
で
、

農
作
物
の
収
量
減
少
や
品

質
が
低
下
し
て
い
る
。
本
年
度
作

の
出
来
具
合
を
、
農
業
振
興
す
る

町
の
立
場
で
、
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。
事
業
化
へ
の
考

え
方
を
問
う
。

農
業
者
の
努
力
で
解
決
で

き
な
い
物
価
高
騰
を
、
価

格
転
嫁
で
き
な
い
農
産
物
を
ど
の

よ
う
に
産
業
と
し
て
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
く
の
か
。

事
業
の
議
論
を
す
る
部
署

を
設
置
し
、
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

地
域
を
支
え
る
多
様
な
農

業
者
、
住
民
で
地
域
が
栄

え
る
よ
う
地
域
、
人
、
農
地
を
扱

う
地
域
産
業
と
し
て
発
展
、
農
村

環
境
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

集
落
機
能
の
維
持
、
自
治
会
組
織

の
運
営
、
空
き
家
対
策
、
ま
ち
の

行
政
運
営
や
事
業
に
関
わ
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
今
こ
そ
農
村

集
落
に
支
援
す
る
時
で
あ
る
。
考

え
方
を
問
う
。

　

町
道
整
備
は
、
建
設・
下
水
道
課

で
あ
る
。
新
設
改
良
や
維
持
補
修
な

ど
整
備
に
係
る
年
次
計
画
を
策
定
し
、

事
業
規
模
に
よ
り
庁
内
で
協
議
検
討

し
、
自
治
会
に
連
絡
し
て
い
る
。
普

通
河
川
に
関
連
し
た
事
業
は
建
設
・

下
水
道
課
が
所
管
し
て
お
り
、
同
課

に
お
い
て
協
議
検
討
し
て
い
る
。

　

ど
こ
の
事
業
な
の
で
ど
こ
の
所
管

課
が
必
ず
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
、

行
政
の
思
い
込
み
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

地
元
に
最
も
有
利
な
い
い
形
で
、
　

前
年
に
比
べ
価
格
は
約
10
％
上
昇

し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
７
月
の

　

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
施
策
を

進
め
る
。
ま
た
、
国
や
県
と
歩
調

を
合
わ
せ
る
方
向
で
進
め
る
。
収

入
保
険
に
つ
い
て
は
、
加
入
の
費

用
に
も
補
助
す
る
。

　

今
年
度
、
化
学
肥
料
低
減
定
着

対
策
事
業
、
緑
肥
種
子
の
購
入
費

や
国
内
資
源
を
活
用
し
た
堆
肥
等

の
散
布
機
、
肥
料
を
効
率
利
用
で

き
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
対

し
補
助
、
燃
料
や
電
力
料
金
の
値

上
げ
幅
を
補
填
す
る
た
め
、
農
業

用
燃
油
等
高
騰
対
策
補
助
金
を
設

け
、
農
家
の
経
営
負
担
の
軽
減
と

次
期
作
支
援
を
行
う
。
農
産
物
の

適
正
な
価
格
形
成
に
向
け
法
制
度

の
検
討
を
全
国
農
業
委
員
会
を
通

じ
た
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
で
は
昨
年
度
か
ら

農
家
、
非
農
家
が
一
体
と
な
っ
て

農
地
の
保
全
か
ら
地
域
資
源
の
活

用
、
生
活
支
援
に
至
る
ま
で
、
集

落
機
能
を
補
完
す
る
活
動
に
取
り

組
む
農
村
型
地
域
運
営
組
織（
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
の
形
成
を
推
進
し
て

い
る
。

　

町
全
体
の
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
や
そ
の
構
築
に
資
す
る
予
算

化
な
り
対
応
を
今
後
も
図
る
。

（
産
業
政
策
監
）

（
副
町
長
）

（
産
業
政
策
監
）

（
副
町
長
）

（
産
業
政
策
監
）

（
産
業
政
策
監
）

（
町
長
）

問問

問

問

問 問

答答

答

答答

答答

小菅　久宣小菅　久宣 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

公共事業の着手や取り組み
方法の考え方は

道
３
０
７
号
線
か
ら
国
道
８
号
線

へ
東
西
に
縦
断
す
る
町
道
名
神
国

八
線
に
接
続
す
る
計
画
も
含
め
、

県
道
路
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
今
後
本
路

線
の
必
要
性
等
を
検
討
し
て
い
く
。

取
り
組
ん
で
お
り
、
当
該
路
線
は

現
在
の
と
こ
ろ
優
先
的
に
整
備
す

る
路
線
と
は
考
え
て
い
な
い
。

前
か
ら
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
考
え
で
数
年

間
も
放
置
し
て
い
た
の
か
問
う
。

地
元
の
負
担
が
少
な
く
、
町
の
一
般

財
源
の
投
入
も
少
な
く
す
る
手
法
を

研
究
す
る
の
が
大
事
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
課
が
情
報
を
持
ち
寄

っ
て
よ
り
優
位
な
形
で
進
め
る
こ
と

は
、
情
報
共
有
し
て
い
る
。
今
後
も
、

情
報
共
有
し
地
元
や
町
に
対
し
て
有

効
な
方
策
で
進
め
て
い
く
。

記
録
的
な
猛
暑
は
、
全
国
各
地
に
米

の
高
温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
を
も

た
ら
し
た
。
湖
東
管
内
で
も
、
例
年

に
比
べ
、
一
等
米
比
率
が
低
い
状
況

と
な
っ
た
。


